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神戸市立自然の家再整備可能性に関するサウンディング調査結果 

 

１．募集期間          令和３年７月１２日（月）～８月２７日（金） 

２．ヒアリング実施期間    令和３年９月７日（火）以降、個別ヒアリングを順次実施 

３．参加事業者              ５社（公募に加え、当方からの参加の打診（28社）） 

４．主な意見 

 

  

【駐車場】
・現在の駐車台数（40台）では不足。
・追加の駐車場を確保してもらいたい（例：メイングラウンドの活用・立体駐車場の設置等）。

既存施設・敷地活用に
関する提案

【新たなサービスの提供】
・穂高湖のアクティビティーは水上アスレチック・スタンドアップパドルボート・フィッシング・手漕ぎボート等が考え
    られる。
・夜のプログラム（星空観察・夜景観賞・焚火等）で周辺施設との差別化が可能。
・ファミリー向けバーベキュー場を整備すれば休日は需要がある。
・学校団体には林業体験のプログラムも考えられる。
・幼児向け英語保育を行っている企業と連携して、一部を英語村のような施設とすることも考えられる。

【施設の運営】
・基本的には都市部から近く、有利な立地。
・指定管理者制度（利用料金制）による管理運営が望ましい。利用料金の設定の自由度を確保して欲しい。
・一部老朽施設を、自然環境をテーマとした交流型供用スペースや山上の短期定住拠点等として独立採算で活用したい。

【費用負担について】
・摩耶施設の改修・増築や外構の整備、老朽施設の撤去等ハード面の整備にかかるものは5年や10年では投資回収ができ
    ないため、市の負担を希望。
・穂高湖での水上アスレチック設置程度であれば事業者負担も考えられる。
・リスクや費用の分担については、建物や設備については市、施設の運営面については事業者が負担するという整理が望
    ましい。

事業の実施に関する提案

【六甲施設】
・中長期的な観点で見ると、最低でも原状回復程度の改修を行わなければ宿泊施設としての継続利用は困難。
・改修を行わない場合は、収納スペースや雨天時の避難場所としての活用を検討。

【摩耶施設】
・施設を改修し、自然の家のメイン施設として活用。
・老朽化する設備の更新や、一定の定員を確保するための建物の改修・増築等が必要。

【テント施設】
・現テント施設は廃止し、野外活動を楽しむためのアクティビティーエリアに変更。
・現在のテントロッジは、穂高湖周辺の避難小屋としての機能や穂高湖を使ったアクティビティーの受付等の機能がある
   ため必要。
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【参考資料 自然の家場内図】 

  


